





























































































本古今集聞書』─付、 『中院本古今序抄』再説─」 （ 『中世古今集注釈書解題』五 赤尾照文堂、昭和六十一年一月）ある。 「大雑把に言えば、 『毘沙門堂本古今集注』 類する 釈書」で、 「 『初雁文庫本古今和歌集注』 『毘沙門堂本古今集注』と同趣の説を、さらにくわしく さらにサービス精神をこめてに
（ママ）
述べているところに特色があると思うのである」
「 『毘沙門堂本古今集注』の類と同趣の傾向を持ちながらも、完全に一致するわけでは必ずしもなく、いわゆる独自性をも持っている」などと説かれている。その片桐論考の直後の青木賜鶴子氏・生澤喜美恵氏・鳥井千佳子氏「古今和歌集灌頂口伝（下）─解題・本文・注釈 」 （ 女子大文学』国文篇
37、昭和六十一年三月）は、 『古今和歌集灌頂口伝』に




































 掲出された各古今集歌あるいはその一部の上方に、 『新編国歌大観』に基づいて 歌の番号を掲げた。また、歌自体は全く掲出されないが、同歌についての記事が見られる場合は、その記事の上方に括弧に入れて歌番号を掲げた。
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たりける。／くちなわとなれり。そのくちなわ、あやめ 大虵になる。／し れとも、なかさ三尺にあまらす。毒虵にてちいさけれは、／友の大虵やゝもすれはのみて腹をさしぬかれて破り／出れは、おほくの大虵ころされおわんぬ。そのゝち 大虵とも／心をあ せてかれに食 あたへさりしかは、うへてふし／まろひもひれふしかなしむ 、かの聖太王に付て」 （
18ウ）御悩をなす。はかせうらなひ出して、さ




を、霊魂のまつることにて、五月五日はいわふなり。しかれは、／恋するものはみな虵ほとの事にこそならすとも 終に／ くちなわ 成る也。郭公鳴や五月とは、たゝ五月といはん／ためなれは、郭公
ニ子細なし。
あやめもしらぬといはん為也。／恋する人、をのれか身の虵になる事をもいは 、たゝ／こひをするかなと云心也。あやめもしらすとは、かゝるおそ／ろしき毒虵にさへ成る人もあり。あまりに恋をせ 我も／もあやめ程の虵にや成らんと云心也。此理たやすく りかたし。 」 （
19ウ）かゝるふかき心、哥には有也。此














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































梓弓ひけは とすゑ我かた よ こそ され恋の心は／
　　　　























































































































































































































































































































































































































































































































































 おやのまもりける人とは、平 定文 也。／関白貞信公御子とみの小路右大臣顕忠卿を／聟にとらん
134
とて、こと振舞をせさせしとするを言也。□れ／ともなりひらか哥。／
745　
一
　
あふまての形見とてこそとゝめけめ涙にうかふもくつ成けり」 （
47ウ）
　　　　　
興風かよみ 送りけり。返し。／
746　
一
　
形見こそいまはあたなれ是なくはわするゝ時もあらまし物を／
　　　　
 二条后、なりひらのもとへよみてつかはし給ふ也。／されは、なかされし時、てなれたるくろ木の／すゝを后へ奉りて 我と
（ママ）
もなりなは後世とふらひて／と言心をおしはかりて、后はあけ暮の涙なり。 」 （
48オ）
（本学教授）
（本学研修者）
